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《 令和７年 第１回定例会の議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

専決処分の承認について（令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第８号））

専決処分の承認について（令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第９号））

令和７年度鳴門市一般会計予算

令和７年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算

令和７年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度鳴門市介護保険事業特別会計予算

令和７年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算

令和７年度鳴門市給与費等管理特別会計予算

令和７年度鳴門市公債費管理特別会計予算

令和７年度鳴門市水道事業会計予算

令和７年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算

令和７年度鳴門市下水道事業会計予算

令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第10号）

令和６年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

鳴門市公告式条例の一部改正について

鳴門市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正について

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

鳴門市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改
正について

鳴門市職員退職手当支給条例の一部改正について

鳴門市職員諸給与条例等の一部改正について

鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

鳴門市単純労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

鳴門市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び鳴門市職員の育児休業等に
関する条例の一部改正について

鳴門市特別職の職員の給与及び旅費の支給に関する条例の一部改正について

鳴門市職員等の旅費に関する条例の一部改正について

鳴門市消防団員の給与及び費用弁償条例の一部改正について

承　　認

原案可決

原案可決

予算決算

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

総務文教
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議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

鳴門市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

鳴門市附属機関設置条例の一部改正について

財産の取得について

鳴門市農林水産業振興基金条例の制定について

専決処分について（訴えの提起について）

鳴門市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

鳴門市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について

鳴門市議会の個人情報の保護に関する条例及び鳴門市議会倫理条例の一部改
正について

選択的夫婦別姓制度に関する積極的な議論を求める意見書

原案可決

報　　告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第29号

議案第28号

報告第１号

発議第１号

発議第２号

発議第３号

意　第１号

選択的夫婦別姓制度に関する積極的な議論を求める意見書
　近年、我が国では、結婚後も夫婦が望む場合、結婚前の氏を称することを認める選択的夫婦別姓制度の議論
が高まっている。
　2022年３月に公表された内閣府の「家族の法制に関する世論調査」では、選択的夫婦別姓制度については、
導入に賛成する意見も多く、国民の間では様々な意見が存在することが明らかになった。
　法務大臣の諮問機関である法制審議会は、1996年、選択的夫婦別姓制度導入などを含む民法改正要綱を答申
した。
　最高裁判所は2015年12月の判決では、「夫婦同姓制度は、社会に定着しており家族の姓を一つにまとめることは
合理性がある」との判断をしつつも、「制度のあり方は国会で論じられ、判断されるべき」との結論を出した。
　選択的夫婦別姓制度は、同姓または別姓かを「選択」できるようにするものである。
　最近の世論調査では、「選択的夫婦別姓制度」に若年層ほど賛成が多くなっている。
　2024年６月には、一般社団法人日本経済団体連合会が、政府への提言の中で、「女性活躍を阻害する社会制度の
課題」の一つとして、夫婦同姓制度は見直しが必要としたところである。
　社会の考え方、価値観が変化し、家族のあり方も多様化する時代の中、世の中の変化に主体的に対応していくた
め、最高裁判所の趣旨も踏まえ、さらには一般社団法人日本経済団体連合会の提言にものっとり、国会及び政府の
責務として制度のあり方を議論していかなければならない。
　よって、国会及び政府においては、選択的夫婦別姓制度について積極的な議論を行うよう強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和７年３月18日
鳴 門 市 議 会　　　

※定例会で可決された意見書は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣へ送付しました。

産業建設

産業建設

原案可決 生活福祉
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●
議
案
第
27
号

　

鳴
門
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
実
施
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
鳴
門
市
医
療
的

ケ
ア
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
鳴
門
市
医
療
的
ケ
ア
運
営
協
議

会
の
担
当
事
務
は
。

【
答
弁
】
協
議
会
が
、
法
律
や
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
入
れ
を
行
う
た

め
の
施
設
基
準
な
ど
を
定
め

た
鳴
門
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
。
そ
の
後
、
受
入

れ
を
行
う
た
め
の
施
設
が
確

保
で
き
れ
ば
市
民
へ
周
知
し
、

申
込
み
を
受
け
て
協
議
会
が

必
要
な
医
療
ケ
ア
な
ど
を
審

査
し
入
所
決
定
す
る
。

【
質
疑
】
鳴
門
市
医
療
的
ケ
ア
運
営
協
議
会
の
会
費
の
報
酬
の
額
は
。

【
答
弁
】
医
学
的
な
専
門
知
識
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
医
師
や
関
連
団
体
の
方
が

会
員
と
な
る
た
め
、
介
護
認
定
審
査
会
や
障
害
支
援
区
分
審
査
会
に
準

じ
た
額
と
し
て
い
る
。

●
議
案
第
22
号

　

鳴
門
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

市
長
な
ど
の
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
の
特
別

職
に
適
用
さ
れ
る
月
数
を
参
考
に
適
時
改
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
鳴
門

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
期
末
手
当
の
増
額
改
正
を
行
う
も

の
。

【
質
疑
】
今
回
の
改
正
に
よ
り
人
件
費

は
ど
れ
く
ら
い
増
加
す
る

の
か
。

【
答
弁
】
市
長
な
ど
の
特
別
職
と
市
議

会
議
員
を
合
わ
せ
る
と
７

０
０
万
円
強
の
増
加
と
な

る
。

【
質
疑
】
６
月
支
給
分
と
12
月
支
給

分
の
期
末
手
当
の
支
給
月

数
が
均
等
と
な
っ
た
理
由

は
。

【
答
弁
】
鳴
門
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
の
附
帯
意
見
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
の
特
別
職
に
適
用
さ

れ
る
期
末
手
当
の
月
数
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
国
に
準
じ
た
月
数
の
配
分
と
し
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

委員会審査
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
28
号

　

鳴
門
市
農
林
水
産
業
振
興
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

鳴
門
市
農
業
振
興
計
画
お
よ
び
鳴
門
市
水
産
振
興
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
た
め
の
安
定
し
た
財
源
確
保
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
基
金
を

創
設
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
現
在
、
農
林
水
産
業
を
営
む

方
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
な
ど
で
事
業
の
存
続
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
新
規
就
業
者
の
育

成
な
ど
に
関
す
る
本
市
の

取
り
組
み
は
。

【
答
弁
】
漁
業
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
連
携
に
よ
り
「
と
く
し
ま

漁
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
活
用

し
た
若
手
漁
業
者
の
研
修

制
度
が
あ
る
。
毎
年
15
人
か

ら
20
人
程
度
が
受
講
し
て

お
り
、
鳴
門
市
で
は
毎
年
３

人
程
度
が
就
業
し
て
い
る
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
新
規
就
農
に
係

る
補
助
金
の
活
用
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
就
農
後
に

お
い
て
も
近
隣
農
家
お
よ
び
農
業
委
員
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
議
案
第
３
号

　

令
和
７
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
予
算

防
災
・
減
災
対
策
事
業
と
し
て
避
難
所
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
確
保
事
業
を
重
点
的
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
文
化
会
館
耐
震
改
修
事
業
の
進
捗
を
図
る
ほ
か
、
「
な
る
と　

ま

る
ご
と　

子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ

ー
ジ
事
業
」
や
、「
な
る
と
う
ず

っ
子
学
力
向
上
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事

業
」
な
ど
の
主
要
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
な
ど
、「
あ
ら

た
な　

な
る
と
」
の
実
現
に
向

け
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
疑
】
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
内
容
は
。

【
答
弁
】
遊
休
地
や
公
共
空
間
、
空
き
店
舗
な
ど
の
「
ま
ち
」
の
既
存
資
源
を
活

用
し
、
民
間
主
導
で
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
な
ど
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

【
質
疑
】
予
算
５
０
０
万
円
の
使
途
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
行
政
の
役
割
は
、
人
材
育
成

の
場
所
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

の
手
法
を
学
ぶ
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
人
材
の

掘
り
起
こ
し
や
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
遊
休
地
や
公
共
空

間
、
空
き
店
舗
な
ど
の
状
況
を
分
析
し
、
事
業
エ
リ
ア
の
選
定
を
検
討

し
て
い
く
。

予
算
決
算
委
員
会

委員会審査
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

❷長濱　賢一（会派　創心クラブ）

問
第
二
期
鳴
門
の
学
校
づ
く
り
計
画
が

策
定
さ
れ
８
年
が
経
ち
、
次
期
の
第
三
期

計
画
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
策
定
当
時
予
想
し
て
い
た
児
童
数
の

減
少
よ
り
も
今
後
大
幅
な
減
少
傾
向
と

な
り
、
鳴
門
市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

に
良
い
教
育
環
境
で
小
学
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
早
期
前
倒
し
を
し
、

第
三
期
鳴
門
の
学
校
づ
く
り
計
画
、
小
学

校
再
編
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
と
考
え

る
。
５
年
後
の
令
和
11
年
度
に
は
、
児
童

数
が
令
和
７
年
現
在
の
２
２
１
３
人
よ

り
５
５
５
人
減
少
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実

な
状
況
で
あ
る
。
児
童
生
徒
が
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
、
認
め
合

い
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
教

育
を
す
す
め
、
多
様
な
学
習
活
動
や
集
団

活
動
が
で
き
る
学
級
人
数
の
規
模
お
よ
び

ク
ラ
ス
替
え
の
で
き
る
複
数
学
級
を
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
適
正

規
模
の
小
学
校
に
し
て
い
く
べ
き
だ
が
、

市
の
考
え
は
。

答
国
が
示
す
標
準
規
模
を
満
た
す
学
校
は

本
市
で
は
小
学
校
で
12
校
中
１
校
、
中
学

校
で
５
校
中
１
校
と
い
う
現
状
で
あ
り
、

少
子
化
が
急
激
に
進
行
す
る
な
か
に
あ
っ

て
学
校
再
編
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
２
月

17
日
開
催
の
全
国
市
長
会
社
会
文
教
委
員

会
の
ウ
ェ
ブ
会
議
で
文
部
科
学
省
か
ら
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
も
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
基
本
的
な
考

え
方
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
実
現
す
る

た
め
の
国
の
支
援
策
、
学
校
施
設
と
他
の

公
共
施
設
を
複
合
化
・
共
用
化
す
る
こ
と

に
よ
る
高
機
能
化
・
多
機
能
化
な
ど
先
行

自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
次
期
学
校
づ
く
り
計
画
の
策
定
を
前

倒
し
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．人口減少対策について
⑴ 人口減少問題について
⑵ まちづくりについて
2．観光行政について
⑴ 鳴門市の観光振興について
3．鳴門市文化会館について
⑴ 鳴門市文化会館耐震改修事業に
ついて

❶江戸　貴志（会派　ナルト地方創生会）
1．教育行政について
⑴ 鳴門の学校づくり計画について
2．スポーツ振興について
⑴ スポーツ環境の充実について

❺浜　　盛幸（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 災害時における学校体育館の防
災機能強化について

2．マイナンバーカードについて
⑴ マイナ保険証及びマイナンバー
カードの普及と利用促進につい
て

3．観光行政について
⑴ 大阪・関西万博における観光施
策について

❹宅川　靖次（会派　令和なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ スポーツ行政について
⑵ 観光行政について
⑶ 令和５年度決算について

❸東　　正昇（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 令和７年度当初予算について
⑵ 「なると未来づくり総合戦略
2025」について

⑶ スポーツ振興について

鳴
門
の
学
校
づ
く
り

代
表
質
問

会
派　

ナ
ル
ト

　
　
　

地
方
創
生
会

江
戸 

貴
志

え

ど

た
か

し

一般質問とは

　市民の皆さんの生活に関わる
大切な内容について、市議会議員
が市に対して質問することです。

　定例会ごとに一般質問を行っ
ていますので、皆さんの生活に関
わる質問をチェックしてみまし
ょう。
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アプリを使った
翻訳機

令和９年６月のグランドオープンを目指し
耐震改修工事中の文化会館

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

問
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
３
４
６
億

４
０
０
０
万
円
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
だ
の
か
。
ま
た
、

方
針
を
基
に
し
た
重
点
事
業
は
何
か
。

答
当
初
予
算
で
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業

収
益
の
状
況
か
ら
、
過
去
最
大
の
60
億

円
を
繰
り
入
れ
し
、
こ
の
繰
入
金
を
活
用

し
、
減
債
基
金
に
約
９
億
円
、
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
鳴
門
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
20
億
円
、

合
計
29
億
円
を
積
み
増
し
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
安
定
的
な
財
源
を

確
保
す
る
。

　

重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
る
防
災
力
強
化
の
構
築

お
よ
び
な
る
と
未
来
づ
く
り
総
合
戦
略
２

０
２
５
に
お
け
る
「
な
る
と
ま
る
ご
と
子

育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
の
各
種
施

策
の
推
進
の
ほ
か
、
「
ひ
と
が
輝
き　

持

続
可
能
な
未
来
を
ひ
ら
く　

あ
ら
た
な　

な
る
と
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
で
は
、
体
育

館
と
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
兼
ね
備
え
た
新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
に
向
け
た
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。

　

ま
た
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

用
環
境
改
善
事
業
で
は
、
屋
根
付
き
観
覧

席
と
ト
イ
レ
お
よ
び
防
災
倉
庫
が
一
体
と

な
っ
た
施
設
の
設
計
に
取
り
組
む
。

　

文
化
会
館
耐
震
改
修
事
業
で
は
、
世
代

や
文
化
を
超
え
た
交
流
が
促
進
さ
れ
る
場

と
し
て
の
再
生
を
図
り
令
和
９
年
６
月
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
身
近
な
場
所
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
音
楽

を
通
し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
社
会

的
孤
立
の
解
決
に
向
け
た
一
助
と
も
な
る

よ
う
、
１
０
０
万
人
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

を
開
催
す
る
。

　

さ
ら
に
、
補
助
金
の
拡
大
等
に
よ
り
、

農
水
産
業
の
維
持
、
発
展
及
び
観
光
振
興

を
図
っ
て
い
く
。

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

問
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
は
、
２
０
３

０
年
代
に
入
る
ま
で
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
。
人
口
減
少
対
策
の
総
括
に
つ
い
て
。

ま
た
、
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
な
ど
持

続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
た
鳴
門
駅
周
辺
の
再
開
発
は
。

答
近
年
、
市
の
中
心
部
で
も
人
口
の
減
少

割
合
が
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
若
者
の
転

出
超
過
と
未
婚
化
や
晩
産
化
の
進
展
、
出

生
数
減
少
な
ど
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

鳴
門
駅
周
辺
再
開
発
に
つ
い
て
は
検
討
組

織
を
設
置
す
る
。
オ
ー
プ
ン
な
場
で
議
論

し
、
議
事
録
や
資
料
は
公
開
を
前
提
と
す

る
。
今
後
の
50
年
を
見
据
え
た
新
し
い
鳴

門
の
顔
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
に
鋭
意
取

り
組
む
。

要
望
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
の
実
現
に
は
各
エ
リ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
が
必
要
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
や
川
辺
な
ど
水
際
空
間
の
整
備
、
鳴
門

駅
周
辺
の
再
開
発
に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
を
提
案
す
る
。

問
増
加
す
る
外
国
人
へ
の
支
援
、
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
問
う
。

答
一
部
窓
口
課
へ
の
翻
訳
機
の
設
置
や

制
度
周
知
用
の
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
国
際

交
流
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
と
情
報
共

有
な
ど
の
連
携
を
図
り
、
外
国
人
住
民
に

と
っ
て
住

み
や
す
い

ま
ち
づ
く

り
に
つ
な

げ
る
。

要
望
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、

鳴
門
国
際
交
流
会
な
ど
と
の
協
調
、
協

働
、
支
援
を
要
望
す
る
。

問
令
和
７
年
度
の
観
光
誘
客
施
策
は
。

答
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て
は
、
県
や

Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
へ
の
宿
泊
助

成
や
、
シ
ェ
ア
カ
ー
導
入
な
ど
に
よ
り
観

光
客
の
周
遊
促
進
、
滞
在
時
間
の
延
長
、

宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
。
地
域
の
歴
史
や

伝
統
文
化
な
ど
文
化
資
源
に
つ
い
て
は
、

情
報
収
集
・
利
活
用
の
検
討
を
行
う
。

人
口
減
少
対
策

観
光
振
興
施
策

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

長
濱 

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

東
　 

正
昇

あ
ず
ま

ま
さ
の
り

会
派　

潮
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財
政
健
全
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会

　
　
　
　
　

代
替
イ
ベ
ン
ト

浜
　 

盛
幸

は
ま

せ
い
こ
う

会
派　

公
明
党

宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

令
和
な
る
と

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

問
災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
国
際

赤
十
字
が
提
唱
す
る
最
低
基
準
（
ス
フ
ィ

ア
規
準
）
に
「
最
適
な
快
適
温
度
、
換
気

と
保
護
を
提
供
す
る
」
と
あ
り
、
過
去
の

熊
本
地
震
時
に
は
避
難
所
に
お
い
て
災

害
関
連
死
が
多
発
し
た
こ
と
な
ど
を
教

訓
と
し
て
避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
の
大
幅
な
加
速
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
令
和
６
年
度
に
第
一

中
学
校
体
育
館
に
災
害
時
に
強
い
ガ
ス

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
、
令
和
７
年
度
に
は
大
麻
中
学
校
と
瀬

戸
中
学
校
へ
の
設
置
予
算
が
計
上
さ
れ
、

令
和
10
年
度
ま
で
に
市
内
全
中
学
校
の
体

育
館
に
設
置
の
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

国
と
連
携
し
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
の
体

育
館
へ
も
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
小
学
校
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
進
め
て
い
る
中
学
校
の
設
備

に
お
け
る
効
果
や
費
用
な
ど
を
検
証
し
つ

つ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
空
調
機
器
に
つ
い
て
コ
ス
ト
面
や
機
械

の
精
度
、
設
置
技
術
な
ど
設
備
は
日
々
進

化
し
て
い
る
。
今
後
の
設
備
に
つ
い
て
は

最
新
の
技
術
や
事
例
を
参
考
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
は
停

電
時
に
も
使
用
で
き
、
長
期
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
低
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効

果
も
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
既
存
の
体

育
館
の
多
く
は
断
熱
性
能
が
確
保
さ
れ
て

お
ら
ず
、
冷
暖
房
効
率
が
悪
く
断
熱
対
策

に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
今
後

の
空
調
設
備
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
施

設
の
規
模
や
使
用
状
況
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
の
概
念
も
取
り
入
れ
、
避
難
所
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
高
め

環
境
負
荷

の
軽
減
な

ど
に
も
考

慮
し
た
技

術
や
事
例

に
つ
い
て

調
査
・
研

究
を
進
め

て
い
く
。

小
学
校
の
体
育
館
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

空
調
整
備

空
調
設
備
の

　
　

最
先
端
機
器
の
導
入

代
表
質
問

問
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
取
り
組
み

と
今
後
の
方
向
性
は
。

答
建
設
候
補
地
と
し
て
基
本
構
想
の
策
定

に
あ
た
り
、
費
用
を
抑
え
早
期
完
成
が
可

能
と
な
る
市
有
地
を
含
め
、
検
討
委
員
会

で
協
議
し
た
結
果
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

西
側
の
敷
地
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
基
本
構
想
を
さ
ら
に
具
体
的

な
も
の
と
し
、
令
和
７
年
度
中
に
基
本
計

画
を
策
定
し
た
い
。

問
鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会
代
替
イ
ベ
ン
ト

の
概
要
は
。

答
８
月
７
日
、
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
で
開
催
し
、
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
」
と
題
し
て
音
楽
と
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ

ト
を
合
わ
せ
た
演
出
を
施
し
最
大
２
・
５

号
玉
の
花
火
を
約
千
発
打
ち
上
げ
る
と

と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
露
店
、

マ
ル
シ
ェ
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
花
火
単
体
に
頼
ら
な
い
、
安
全
・
安

心
に
多
彩
な
楽
し
み
方
の
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
露
店
、
マ
ル
シ
ェ
の
出

店
数
な
ど
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を
進

め
、
４
月
に
開
催
予
定
の
実
行
委
員
会
に

お
い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
次
第
、
８
月
７

日
の
本
番
に
向
け
て
準
備
を
進
め
、
多
く

の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
。

答
令
和
５
年
度
決
算
は
、
新
庁
舎
建
設
債

の
最
終
年
度
に
よ
る
事
業
費
の
増
加
が
大

き
な
要
因
と
な
り
、
過
去
最
大
で
あ
っ

た
。
今
後
も
よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
市

の
行
財
政
改
革
計
画
で
あ
る
シ
ン
・
ス
ー

パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
全
庁
挙
げ
て
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
　

建
設
候
補
地

ファンタジックショー
（イメージ）
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中
学
生
の

　
　

保
護
者
負
担
の
軽
減

個
人
質
問

問
子
育
て
支
援
と
し
て
小
学
校
新
入
学

児
童
の
希
望
者
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
代
わ

る
軽
量
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
無
償
配
付

し
て
い
る
が
、
小
学
１
年
生
の
通
学
用
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
使
用
状
況
は
。
ま
た
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
市
指
定
の

通
学
用
カ
バ
ン
と
し
て
は
。

答
令
和
６
年
12
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
回
答
者
の
７
割
が
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

65
％
の
方
が
通
学
用
と
し
て
使
用
し
て

い
る
と
の
結
果
と
な
っ
た
。
令
和
７
年
度

は
、
鳴
門
市
教
育
委
員
会
が
通
学
用
カ
バ

ン
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
こ
と
、
安
心
し

て
通
学
用
カ
バ
ン
と
し
て
使
用
で
き
る
こ

と
、
別
途
ラ
ン
ド
セ
ル
を
購
入
し
な
く
て

も
良
い
こ
と
な
ど
を
明
記
し
た
チ
ラ
シ

を
配
付
す
る
。

問
市
内
の
多
く
の
中
学
生
は
肩
掛
け
の

通
学
カ
バ
ン
を
使
用
し
て
い
る
が
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
通
学
用
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
統
一
し
、
な
る
と
ま

る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

と
し
て
通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
対

す
る
補
助
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
通
学
用
カ
バ
ン
に
つ
い
て
は
、
各
校
の

校
則
検
討
委
員
会
で
校
則
の
見
直
し
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
生
徒
の
自
主
的
な

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
校
則
の
見
直
し
を

図
り
つ
つ
、
保
護
者
の
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

問
現
在
、
中
学
３
年
生
を
持
つ
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
給
食
費
を
軽
減

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
中
学
校
に
通
う
全

て
の
子
ど
も
の
給
食
費
を
無
償
化
し
て

は
ど
う
か
。

答
国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
国
に
先
駆
け
て
実
現
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

小
学
生
の

　
　

保
護
者
負
担
の
軽
減

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

個　人　質　問
1．教育行政について
⑴ 中学校における保護者負担の軽
減について

⑵ 学校現場への人的支援について
2．子育て支援について
⑴ 小学校の新１年生ライドセル無
償化事業について

❶山根　　巌

1．鳴門市納涼花火大会について
⑴ 鳴門市納涼花火大会代替イベン
トについて

2．教育行政について
⑴ 小中学校の修学旅行について

❹高麗　裕之
1．安全なまちづくりについて
⑴ 危険な河川の管理について
⑵ 道路の安全確保について
⑶ 空き家について

❺三津　良裕
1．活力あふれるまちづくりについて
⑴ リノベーションまちづくり推進
事業について

❻小西　　努

❷上田　公司
1．まちづくりについて
⑴ 鳴門市のあるべき姿について
⑵ 市営住宅について
2．地域創生について
⑴ 人口減少対策について
⑵ 地域活性化について

❸前田ナツ子
1．健康福祉について
⑴ ５歳児健診の導入について
2．選挙について
⑴ 投票支援について
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問
撫
養
川
沿
い
に
船
の
発
着
場
を
整
備

し
、
遊
覧
船
や
定
期
便
を
新
た
に
運
行

し
、
周
辺
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
さ
ら
に

鳴
門
公
園
ま
で
移
動
で
き
れ
ば
、
観
光
シ

ー
ズ
ン
の
渋
滞
回
避
に
も
な
り
、
災
害
時

の
避
難
者
や
物
資
の
輸
送
に
も
繋
が
る
。

ま
た
、
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
よ
う
、
う
ず

し
お
ふ
れ
あ
い
公
園
か
ら
鳴
門
駅
ま
で

を
一
体
的
に
整
備
す
れ
ば
、
う
ず
し
お
ふ

れ
あ
い
公
園
か
ら
鳴
門
駅
、
鳴
門
駅
か
ら

文
化
会
館
周
辺
、
さ
ら
に
は
鳴
門
公
園
ま

で
の
鳴
門
市
再
生
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
出
来
上
が
る
。
市
と
し
て
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
は
。

答
歩
き
た
く

な
る
ウ
オ
ー

カ
ブ
ル
な
空

間
へ
の
転
換

は
重
要
な
要

素
と
認
識
し

て
お
り
、
実

証
実
験
的
な

手
法
の
導
入

も
含
め
検
討
を
進
め
る
。
船
を
移
動
手
段

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
も
に
ぎ
わ
い
に
繋
げ
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
船
着

場
の
整
備
や
運
営
管
理
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
鳴
門
市
総
合
計
画
を
見
る
と
、
一
見
事

業
が
順
調
に
進
み
、
ま
ち
が
発
展
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
が
、
現
実
は
県

下
最
悪
の
人
口
減
少
で
、
出
生
率
も
県
下

最
低
、
周
辺
自
治
体
で
は
唯
一
、
消
滅
可

能
性
自
治
体
と
な
り
、
ま
ち
全
体
の
衰
退

も
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
十
数
年
も
の
間
、

各
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
概
ね
達
成
と
の
評

価
な
の
に
、
な
ぜ
人
口
減
少
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
計
画
よ
り
も
さ
ら
に
減
少

し
、
ま
ち
が
衰
退
し
て
い
る
の
か
。

答
市
が
担
う
業
務
の
範
囲
や
財
源
な
ど
が

限
ら
れ
る
中
、
多
岐
に
及
ぶ
人
口
減
少

な
ど
の
要
因
に
対
し
て
、
市
の
施
策
に

よ
る
効
果
の
み
で
十
分
な
対
策
を
取
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
も
し
も
こ
れ

ら
の
事
業
を
展
開
し
て
い
な
け
れ
ば
、
よ

り
人
口
減
少
な
ど
は
加
速
し
た
と
認
識
し

て
い
る
。

鳴
門
市
再
生
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

深
刻
な
人
口
減
少
と

　
　
　
　
　
　

ま
ち
の
衰
退

個
人
質
問
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公
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う
え

だ

こ
う

じ

問
近
年
増
加
し
て
い
る
発
達
障
害
は
、
母

子
保
健
法
に
規
定
さ
れ
る
３
歳
児
健
診

で
は
発
見
が
難
し
く
、
発
達
の
特
性
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
は
就
学
後
に
環
境
に
適

応
で
き
ず
、
不
登
校
や
問
題
行
動
を
起
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
５
歳
児
に
な

る
と
社
会
性
が
発
達
す
る
こ
と
か
ら
早

期
発
見
、
早
期
療
育
に
繋
げ
ら
れ
る
と

し
、
国
も
令
和
６
年
度
か
ら
補
助
額
を
引

き
上
げ
る
な
ど
、
５
歳
児
健
診
へ
の
支
援

体
制
を
強
化
、
全
国
へ
の
普
及
を
開
始
し

た
。
本
市
に
お
い
て
、
５
歳
児
健
診
導
入

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
平
成
22
年
度
か
ら
県
下
に
先
駆
け
て
５

歳
児
を
対
象
に
発
達
相
談
支
援
事
業
を
実

施
。
現
在
は
、
対
象
年
齢
を
４
歳
２
か
月

か
ら
４
歳
４
か
月
頃
の
幼
児
と
し
、
専
門
職

に
よ
る
集
団
行
動
の
観
察
や
個
別
相
談
を

申
込
み
制
で
実
施
し
て
お
り
、
国
が
求
め
る

５
歳
児
健
診
に
近
い
形
で
の
事
業
を
既
に

実
施
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

５
歳
児
健
診
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
取
り
組
み
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

本
市
の
発
達
相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
を

検
討
す
る
。

問
投
票
が
困
難
な
方
へ
の
投
票
所
に
お
け

る
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
投
票
支
援
カ
ー
ド

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
導
入

の
考
え
は
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
利
用
者

が
増
加
傾
向
の
中
、
本
市
の
期
日
前
投
票

所
の
増
設
の
考
え
は
。

答
投
票
支
援
カ
ー
ド
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

選
挙
人
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
も
の

と
考
え
る
た
め
、
効
果
的
な
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
、
投
票
環
境
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。
期
日
前
投
票
所
は
、
選
挙
人

の
利
便
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
投
票
所
の
統
廃
合
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
選
挙
人
の
投
票
機
会

を
確
保
す
る
た
め
に
、
増
設
な
ど
に
つ
い

て
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

５
歳
児
健
診
の
導
入

投
票
所
で
の
サ
ポ
ー
ト
と

期
日
前
投
票
所
の
増
設

前
田
ナ
ツ
子

ま
え

だ

な

つ

こ

（
公
明
党
）

鳴門駅周辺
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個
人
質
問

問
鳴
門
市
の
河
川
区
域
内
の
不
法
係
留

船
や
沈
没
船
は
、
川
の
水
の
流
れ
を
阻
害

し
た
り
、
津
波
や
高
潮
の
と
き
に
船
舶
が

流
出
し
て
被
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
。
不
法
係
留
船
の
現
状
と
撤
去
に
向

け
た
対
策
は
。

答
不
法
係
留
船
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
以

降
毎
年
、
個
々
の
船
体
番
号
、
隻
数
の
増

減
状
況
、
船
舶
の
位
置
や
移
動
実
態
の
調

査
を
行
い
、
国
土
交
通
省
な
ど
へ
船
体
番

号
の
登
録
情
報
を
照
会
し
、
判
明
し
た
所

有
者
に
撤
去
を
求
め
る
通
知
文
を
送
付

し
て
い
る
。

　

市
内
全
域
の
状
況
は
、
令
和
３
年
７
月

は
沈
船
25
隻
、
不
法
係
留
船
は
１
８
５
隻

だ
っ
た
が
、
令
和

６
年
６
月
に
は
沈

船
は
ゼ
ロ
、
不
法

係
留
船
は
１
５
５

隻
と
な
っ
た
。
今

後
も
不
法
係
留
船

の
減
少
に
向
け
取

り
組
む
。

問
市
内
の
国
道
、
県
道
、
市
道
の
除
草
、

横
断
歩
道
の
白
線
や
停
止
線
の
引
き
直
し

補
修
、
基
幹
道
路
か
ら
入
っ
た
細
い
道

路
、
交
通
量
の
少
な
い
道
路
の
全
面
舗
装

補
修
の
計
画
は
。

答
横
断
歩
道
の
標
示
ペ
イ
ン
ト
が
剥
が
れ

る
な
ど
安
全
性
に
支
障
が
あ
る
と
把
握
し

た
箇
所
は
、
公
安
委
員
会
へ
復
旧
を
要
望

し
て
い
る
。

　

道
路
舗
装
補
修
は
、
主
要
市
道
は
路
線

ご
と
に
予
算
を
確
保
し
て
計
画
的
に
実

施
。
そ
の
他
の
市
道
は
、
道
路
補
修
担
当

者
会
議
で
補
修
箇
所
を
選
定
し
て
い
る
。

問
ご
近
所
に
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
が
想
定

さ
れ
る
老
朽
化
し
た
空
き
家
に
つ
い
て
の

対
策
は
。

答
令
和
３
年
度
の
空
家
等
実
態
調
査
で

は
、
倒
壊
等
の
可
能
性
が
高
い
の
は
47

戸
、
極
め
て
高
い
の
が
54
戸
。

　

周
辺
の
住
環
境
に
著
し
く
悪
影
響
を
及

ぼ
す
危
険
な
空
き
家
に
は
、
空
家
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
特
定
空
家
等
に
認

定
し
、
助
言
・
指
導
、
勧
告
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

危
険
な
河
川
の
管
理

全
て
の
道
路
の
安
全
確
保

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

空
き
家

問
鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会
は
、
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
昭
和

58
年
か
ら
撫
養
川
沿
い
の
親
水
公
園
周

辺
で
開
催
さ
れ
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
。
代
替
イ
ベ
ン
ト
は
８
月
７
日
に
開
催

さ
れ
る
が
、
開
催
決
定
に
至
る
ま
で
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

答
令
和
５
年
８
月
の
花
火
大
会
終
了
後

か
ら
、
鳴
門
阿
波
お
ど
り
実
行
委
員
会
に

お
い
て
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
花
火
を

打
ち
上
げ
た
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
８
月
７
日
に
鳴
門
・

大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
て
代
替
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

花
火
の
号
数
、
発
数
は
最
大
２
・
５
号
玉
を

約
千
発
と
し
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
露

店
、
マ
ル
シ
ェ
を
同
日
開
催
し
、
安
全
・

安
心
に
楽
し
め
る
も
の
と
な
る
よ
う
取
り

組
む
。

要
望
来
年
以
降
の
納
涼
花
火
大
会
は
、
地

域
が
活
性
化
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

問
近
年
、
修
学
旅
行
の
費
用
負
担
が
家
庭

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
修
学
旅
行
の
費
用
を
無
償
化

し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
の
修
学
旅
行
の
費
用
は
、
小
学
校

は
１
人
当
た
り
３
万
円
程
度
、
中
学
校
は

１
人
当
た
り
７
万
円
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
含
め

た
各
家
庭
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
、
な

る
と
ま
る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子

育
て
支
援
策
を
充
実
し
て
い
く
。

要
望
物
価
高
に
よ
る
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
修
学
旅
行
の
無
償
化
を
検
討
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
の

　
　
　
　

継
続
的
な
開
催
を

納涼花火大会の代替イベントが
開催される大塚スポーツパーク

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

修
学
旅
行
の
無
償
化
を

高
麗 

裕
之

こ
う
ら
い

ひ
ろ
ゆ
き

（
ナ
ル
ト
地
方
創
生
会
）

三
津 

良
裕

み

つ

よ
し
ひ
ろ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）
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個
人
質
問

問
人
口
減
少
が
進
む
中
、
定
住
人
口
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
自
負

心
を
持
ち
地
域
づ
く
り
に
生
き
生
き
と
活

動
す
る
人
や
団
体
な
ど
の
数
で
あ
る
活
動

人
口
に
着
目
し
、
鳴
門
市
を
活
力
あ
る
ま

ち
に
し
よ
う
と
い
う
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

答
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
は
、
空
き
家
や
空
き
地
、
公
共
空
間

な
ど
の
既
存
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
飲

食
や
物
販
な
ど
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
生
み
出
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
っ
た
り
す
る
民
間
主
導
の
取

り
組
み
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
は
、
事
業
の
可
能
性
の
検

討
段
階
と
位
置
付
け
、
空
洞
化
し
て
い
る

地
方
都
市
の
活
性
化
手
法
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
機
運
醸
成
や
理
解
促
進
を
図
る

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

や
、
遊
休
不
動
産
の
活
用
を
希
望
す
る

人
材
の
発
掘
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
と
の
連

携
、
対
象
エ
リ
ア
の
調
査
・
検
討
な
ど
を

実
施
す
る
。

　

エ
リ
ア
価
値
の
向
上
を
通
じ
て
市
民
の

意
識
改
革
を
促
し
活
動
人
口
を
増
や
す
こ

と
で
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
住

民
の
幸
福
度
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
ち
の
質
的
向
上
を
図
る
仕
掛
け
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
人
口
減
少
に
適
応
し
た
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

要
望
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
期
間
限
定
店
舗
、

遊
休
施
設
の
利
活
用
な
ど
、
多
様
な
ア
イ

デ
ア
を
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
事
業
成
功
の
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
他
地
域
の

成
功
例
を
参
考
に
し
て
、
や
り
た
い
と
い

う
事
業
者
や
事
業
を
志
す
人
を
発
掘
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
の
早
期
実
施
へ
向
け

て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

リノベーションした店舗（イメージ）

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

小
西 

　
努

こ

に
し

つ
と
む

（
潮
）

令和７年度当初予算・令和６年度補正予算審査

　６日間にわたり、予算決算委員会を開催し、令和７年度当初予算・令和６年度補正予算に関する

議案19件について審査しました。

市の予算の使い道について審査しました

【委員会での審査の中で出た質疑やそれに対する答弁を抜粋したものです。】

【新スポーツ施設】
■新スポーツ施設基本計画
策定業務の予算の概要は？
●鳴門市民会館の閉館以降、
市民スポーツの拠点となる
新たな体育館について多く

の要望があるとともに、市内にプール施設がないこ
とや小中学校プールの老朽化が進んでいることなど
から、現在、体育館と屋内温水プールの複合的な施設
の建設に向けた取り組みを進めており、今回計上して
いる予算については、基本計画の策定業務を委託する
ものとなっている。

■完成予定はいつ頃になるのか？
●令和７年度に基本計画に取りかかり、できれば１年
間で基本計画をまとめたい。その後、基本設計、実施
設計と移り、着工となるため、少なくとも数年はかか
る見込みであるが、早期完成を目指したい。
■基本計画の進め方は？
●まず、計画策定業務を委託する事業者を決定し、市
民やスポーツ関係者
などのお声を聞かせて
いただきながら、委託
事業者と意見交換を交
わし、具体的な進め方
を検討していきたい。

スポーツ

《■：質疑　●：答弁　★：意見》

（13ページヘつづく）
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【消　　防】
■消防団安全装備品整備事業
の予算額の内訳については？
●現在の救命胴衣数は、各分
団に約10着ずつ合計441着を
令和２年度までに配備してお

り、令和７年度中に全分団員に配備できるよう、残り
457着を予定としている。救命胴衣１着当たりは
7,865円である。

＊　　＊　　＊
■鳴門市の消防団員の数が減少しているが、現在の人
数と平均年齢は？
●現消防団員の人数について、令和２年度は907名で
あったが、今年度現在は898名であり、平均年齢は46
歳となっている。

＊　　＊　　＊
■救急統計「Ｑ助７」システムとは？
●救急統計システムの「Ｑ助７」は、救急隊が活動内
容や時系列、傷病者の状況等を入力し、報告書の作成
を行うもの。入力された情報を精査し、国等の調査や
統計業務に活用している。
■全国版救急受診アプリ「Q助」との違いとアプリの
周知方法については？
●総務省消防庁が出している全国版救急受診アプリ
「Ｑ助」は病気やけがをした際に、病院を受診したほ
うがよいか、救急車を呼ぶべきかなど、迷ったときの

判断の一助とするために作成されたも
の。鳴門市では「♯7119(徳島救急医療
電話相談)」「♯8000（徳島こども医療
電話相談）」の普及啓発に力を入れたい。

暮らし
を守る

【不妊治療助成】
■不妊治療費助成事業の概要
は？
●令和４年度より体外受精な
どの生殖補助医療に係る保険
適用後の自己負担額に対し治

療１回あたり10万円を上限に助成している。また、
一般不妊治療には初回の治療開始日から１年以内の
治療費を全額助成するなど、全国的にも珍しい不妊治
療支援に取り組んでいる。令和７年度からは、生殖補
助医療に係る助成上限額を30万円に増額し治療費の
実質無償化を目指し、また、県下に先駆けて、保険診
療の生殖補助医療に併用して行われた先進医療を助成
対象とする。

令和７年度当初予算・令和６年度補正予算審査

【地域交通】
■公共交通空白地域の解消に向
け、民間団体と連携しどのよう
な取り組みを行っているのか？
●矢倉地区においては、㈱鳴
門自動車教習所の送迎車両の

空席を活用し、鳴門教習所から矢倉バス停までの間を
定時定路線で運行している。この他、島田地区におい
ては、令和６年10月からNPO法人山びこへるぷの協

力のもと、移動支援実
証事業を実施してい
る。令和７年４月から
の本格運行に向け、同
法人と協議を重ねてい
く。

【スタートアップ支援】
■鳴門ならではのスタートアップ支援の仕組みづくり
の内容と、目標は？
●令和６年度の取り組みを踏まえ、スタートアップが
集まるプログラム「NARUTO CONNECT」と生ま
れるプログラム「NARUTO BOOT CAMP」を軸に
事業を展開し、鳴門市応援スタートアップ制度「なる
スタ」により支援することで本市での定着を図ること
としている。目標としては、令和６年度の実績である
１社を上回る、２社以上を目指したい。また、鳴門で
の事業活動を通じて地域
イノベーションを創出し
ていただけるようなス
タートアップ企業を積極
的に呼び込みたい。

【子育て支援】
■高校生授業料助成事業について、国が同様の事業を
実施した場合、鳴門市の予算はどうなるのか？
●現在、国は年収910万円未満の世帯を対象に公立高
等学校の月額授業料相当額9,900円を助成している。
高校生授業料助成事業では、国の事業の対象外となる
年収910万円以上の世帯に対して鳴
門市が助成する。令和７年度の国の
予算案では所得制限を撤廃する内容
であり、成立すれば鳴門市の予算は
不要となるが、現在は未確定のため
予算計上している。
★当該予算が不要となった場合は、スポーツクラブな
ど子どものために使ってほしい。

地 域
活 性

（14ページヘつづく）

市 民
生 活
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令和７年度当初予算・令和６年度補正予算審査

【UZU PARK】
■ウズパーク拡張事業の概要
は？
●スケートボードエリアの拡
張と、バスケットボールおよ
びフットサルをメイン競技と

する人工芝の多目的コートの整備を計画している。
　スケートボードについては、現在バスケットコート
がある北側をスケートボードエリアとして拡張する予
定で、多目的コートについては、バスケットコートを
現在の１面から1.5面へ半コート分拡張の上、サイク
ルステーションの西側に移設する予定である。また、
その北側で現在本場駐車場として使用しているスペー
スにフットサル場を新設し、バスケットボール・フッ

トサル一帯の人工芝の多目的コ
ートとして整備を進めていき
たいと考えている。今回の拡張
事業に伴い、ベンチや照明など
の設備機器も合わせて整備して
いきたい。

【にぎわい創出】
■撫養川親水公園周辺エリアを活用した応援事業の今
後の展開は？
●撫養川親水公園から鳴門市役所庁舎周辺のエリア
は、多くの市民が日常的に訪れる場所であり、公共空
間としてのポテンシャルが非常に高いエリアである
。このエリアを活用した公民連携によるさまざまな取
組を支援するため、貸出し用備品の整備や補助金の交
付を行い、持続的なにぎわい創出とエリア価値の創造
を図るとともに、居心地の良い、歩きたくなる「ウオ
ーカブル」な空間の実現を目指す。
■今後、文化会館や健康福祉交流センターの改修工事
が予定されているが、事業への影響は？
●改修工事期間中については、新庁舎の駐車場エリア
を活用し、継続的にマルシェなどのイベント開催がで
きるよう調整を進めており、引き続き、撫養川親水公
園から鳴門市役所庁舎周辺エリア全体のにぎわい創出
とエリア価値の創造に努めたい。

【環　　境】
■再生可能エネルギー設備等普及促進事業補助金と
は？
●地球温暖化対策の推進および脱炭素社会の形成を図
るとともに、災害に強いフェーズフリーなまちづくり
を実現するために、住宅用太陽光発電システム・家庭
用蓄電池システム・電気自動車等受給電設備などを設
置される方に補助金を交付する。

 【文化会館】
■文化会館再開準備業務の概要は？
●将来的に指定管理者となる指定管理候補者に、施設
の改修設計・工事など各種調整段階から参画していた
だき、運営者目線による実効的な施設整備に努める。
指定管理候補者の選定は令和７年６月を予定。
■文化会館再開準備業務の委託事業の内容は？
●主な事業内容として、施設整備や什器などの選定に
係る協議への参加、広報宣
伝、営業に関する検討・準
備、ホームページの開設や
予約受付システムの構築、
市内事業者や団体、関係機
関との連携を事前に行う。

【ボートレース】
■舟券の売上金の推移と今後の予想は？
●本場をリニューアルした平成28年度は約356億円で
あったが、その後も順調に売上げを伸ばし、令和６年度
の売上げは過去最高額の約843億514万円となった。
今後の予想については、令和７年度は、PG１スピー
ドクイーンメモリアル開催分85億円を含む811億
9046万円を見込んではいるものの、令和８年度以
降は、グレードレースの有無、社会経済情勢にもよる
が、売上げの８割以上を占める電話投票の向上施策に
より、引き続き売上げの維持向上に努めていきたい。
■舟券購入者の年代別の把握と傾向は？
●現金購入の場合、購入者の年代等の属性は把握して

いないが、令和５年度に
ボートレース鳴門において
舟券を電話投票で購入され
た方の年代別の割合は、
20代が12.95％、30代が

29.44％、40代が28.45％、50代が18.33％、60代が
6.97％、70代以上が3.85％となっている。
　特に、若年層ほどスマートフォンやPCで舟券を購
入する割合が高い傾向があり、インターネット広告宣
伝などを効果的に活用し、売上げの向上に努めたい。
★今後、人口減少が進むと１人当たりの購買金額も減
少してくることも考えられるため、10年、20年先を
見据えた計画や対策により、一般財源への安定した繰
入れが行えるよう取り組んでいただきたい。

その他
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令和７年３月18日に鳴門渦潮高校の生徒が
「鳴門活性化発表会」を鳴門市議会議場で開催

～ 鳴門渦潮高校教員・鳴門市議会議員・市長・市職員などが傍聴しました ～

■全体を終えての感想■

○パワーポイントを作る担当だった

が、わかりやすく簡潔に作るのは

難しかった。アニメーションなど

も取り入れて注目してもらえるよ

うに工夫した。 

○文章をまとめたり発表をしたり、

いつもとは違う経験だったので緊

張した。 

○はじめは鳴門市のことをあまりよ

く知らなかったが、今回鳴門市に

ついて調べたり、学習したりする

ことができてよかった。 

○鳴門市の出身ではないが、鳴門渦

潮高校に通うことで、鳴門にはた

くさんのお店があることも知るこ

とができ、何年後かに鳴門市に住

んでみたいと思った。 

○鳴門市よりも田んぼが広がるとこ

ろに住んでおり、鳴門市は発展し

ているほうだと思うが、それでも

活性化しようと前向きなところが

すごいと感じた。 

○鳴門パフェや巨大パーク、商店街

の活性化など、私たちの発表が実

現したらいいなと思う。 

【13HR】鳴門パフェを作ろう 

発表者：久保　杏奈 さん

郡　　煌乃 さん

大山　美奈 さん

曽根あおい さん

福井　望月 さん

発表者：竹口絵梨香 さん

梅本　莉愛 さん

森　　彩香 さん

【15HR】老若男女楽しめる巨大パークに 

発表者：楠口リンダ さん

小笠　鈴菜 さん

安井　桜颯 さん

森本　亜瑚 さん

【15HR】鳴門市の活性化と商店街についての
　　　　　研究と提言  

発表会の感想を述べる議員 鳴門渦潮高校 林先生の挨拶 藤田議長・梶副議長と記念撮影 

　鳴門渦潮高校の総合学科の科目である「産業社会と人間」では、「職業人に学ぶ」講

座や「鳴門に学ぶ地域学」講座、撫養街道ウォーク、外務省特別講座、学習発表会など、

地域や社会で活躍する方々を講師や審査員として招聘し、実りある授業を展開していま

す。その学習の成果を鳴門地域に還元し、地域に貢献することを目的として鳴門市議会

議場で「鳴門活性化発表会」を開催しました。

○パワーポイントを作る担当だった

が、わかりやすく簡潔に作るのは

難しかった。アニメーションなど

も取り入れて注目してもらえるよ

うに工夫した。

○文章をまとめたり発表をしたり、

いつもとは違う経験だったので緊

張した。

○はじめは鳴門市のことをあまりよ

く知らなかったが、今回鳴門市に

ついて調べたり、学習したりする

ことができてよかった。

○鳴門市の出身ではないが、鳴門渦

潮高校に通うことで、鳴門にはた

くさんのお店があることも知るこ

とができ、何年後かに鳴門市に住

んでみたいと思った。

○鳴門市よりも田んぼが広がるとこ

ろに住んでおり、鳴門市は発展し

ているほうだと思うが、それでも

活性化しようと前向きなところが

すごいと感じた。

○鳴門パフェや巨大パーク、商店街

の活性化など、私たちの発表が実

現したらいいなと思う。
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※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　本会議と委員会の模様は、イン
ターネット中継と録画配信でご覧
いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

①「鳴門市議会」を検索。
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
ご覧になりたい会議録を検索。

もっと議会を知りたい

令和７年第２回定例会の予定（６月２日～６月20日）
日 月 火 水 木 金 土

６月１日
開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

本会議／閉会

一般質問（代表） 一般質問（個人）
予算決算委員会

一般質問（個人）
総務文教委員会 生活福祉委員会

産業建設委員会
議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

２

８

15

22

３ ４ ５ ６ ７

９ 10 11 13 14

16 17 18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

12

【議会を動画配信で見よう】

【会議録をウェブサイトで見よう】 

《傍聴にお越しください》
令和７年第２回定例会は上記の日程で開催予定です。 
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。 

(受付：西側エレベーター４階／議場入口)
※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。 

（副委員長：上田 公司）

後 記編 集
 議会広報委員会では、若い世代の市議会への関心を高
める取り組みとして、高校生との交流を始めて３年目を
迎えました。これからも分かりやすく、親しみやすい紙
面を目指して、様々な取り組みを進めていきますので、
ぜひご覧ください！

・本会議…議場 ・委員会…委員会室
(受付：西側エレベーター４階／議会事務局) 

《議会広報委員会》

委 員 長：小西　　努

副委員長：上田　公司 

委　　員：浜　　盛幸・宅川　靖次・八木　　亨

圃山　俊作・江戸　貴志・三津　良裕

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する
幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」
を設置しています。

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴
門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり
ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの
「鳴門市議会　ご意見箱」ペー
ジから「入力フォーム」に必要
事項をご入力の上、送信。
②鳴門市役所 本庁舎１階 待合ロビー付近に設置して
いるご意見箱に投函。
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